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清涼飲料水に含まれる糖質の量を知り,飲みすぎると健康に良くないことを理解させ,健康を考
えた飲み物の摂取の仕方を考えさせるための授業を高等学校家庭科で実施した。 授業には,清涼飲
料水を作って飲み比べたり,ジュースの糖度を測定する活動を取り入れた。 そして,授業の効果の
検証と改善点の発見につなげるため,ワークシート調査や再生刺激法調査,飲み物摂取状況調査を
行い,分析した。 ワークシート調査から,授業を通して生徒は清涼飲料水について正しく理解でき
たことが確認できた。 再生刺激法調査からは,多くの生徒が糖度測定の活動に対し興味関心を持っ
て主体的に学ぼうとしていたことが確認できた。 また,活動を通し,大半の生徒が自分の普段の糖
質摂取量を振り返り,飲み物の摂取の仕方について見直していたこともわかった。 そして,飲み物
摂取状況調査からは,授業前より授業後の方が飲み物からの糖質摂取量は減少しており,授業によっ
て適切に清涼飲料水を選択・摂取できるようになったことが分かった。 一方で,清涼飲料水作りで
は味を予測し活動に消極的になっている生徒がいることや,清涼飲料水作りが終わると授業外の事
を考える生徒などもいることが分かった。 生徒の興味を持続させるための工夫や授業内容の改善が
今後の授業の課題として示された。
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1問題の所在と研究の目的
1.1子どもたちの食生活の課題
現代,私たちの食生活は豊かで便利になり,いっ
でもどこでも食べたい時にすぐに食べ物が手に入る
という状況にある。 しかし,それは,逆にたくさん
ある食品の中から自分に必要で不可欠な食品を選び,
組み合わせて取り入れる能力が個人個人に必要になっ
てきているという事でもある。
多様な食生活の問題の中から,本研究では,特に
清涼飲料水(1)の過剰摂取の問題に着目する。 喉が
渇けば,すぐに飲み物が手に入る便利で安価な自動
販売機などが急増し,お菓子だけでなく3度の食事
の際にもご飯とともに飲む子どもが増えている(谷
口,2006),その事が糖分(糖質)の過剰摂取につ
ながり,虫歯,肥満,そして,糖尿病などの生活習
慣病の低年齢化の要因になっているといわれるため
である。
そこで,筆者らは,子どもに清涼飲料水に含まれ
る糖分(糖質)量や一日に摂取できる糖分(糖質)
量を正しく理解させ,適切に選択・摂取できるよう
にさせるための授業研究を進めてきている(上月ほ
か2007)<本稿では高校生を対象に行った授業につ
いて報告する。なお,糖について小学校や中学校の
教科書では「糖分」と記されることが多いが,高等
学校家庭科の教科書では,「糖質」と記されている
ため,高等学校での実践では糖質という言葉を使う
ものとする。
1.2清涼飲料水に関する先行実践
清涼飲料水に関する授業実践は,小学校から高等
学校まで幅広く行われている(野田1989a,野田19
89b,中村1994,伊藤2001,長野県技術・家庭科
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教育研究会2002,三浦1998,鹿屋工業高校2004ほ
か)0
その中で,高等学校では,清涼飲料水の糖度測定
の活動が取り上げられている(岩淵1997,渡辺19
98,個2001,福岡県高等学校家庭科研究部会2002),
また,着色料についての知識の確認も行われている
(岩淵1997),糖度測定は,どの校種でもほぼ行わ
れており,実際に清涼飲料水を作る授業でも教師が
作り,児童・生徒が試飲する場合が多い。 果汁を使
わないで清涼飲料水ができていく過程を目の当たり
にすることは,児童・生徒の興味・関心を高め,い
かにたくさんの砂糖が用いられているかを視覚や味
覚を使って理解させることができる。 しかし,児童・
生徒は教師が作る過程を見るだけなので,受身の学
習となりやすい。 糖度の測定と同様に,無果汁の清
涼飲料水づくりも生徒が行うことによって,さらに
興味を持って主体的に学習に取り組むことができる
のではないだろうか。 以上の問題意識から,本研究
で行う授業では,実際に生徒たちが清涼飲料水を作
り,市販の清涼飲料水の糖度を測定する活動を取り
入れることにした。
また,本研究では,活動を取り入れた清涼飲料水
の授業を実施し,複数の評価方法を用いて,生徒た
ちの授業中や授業後の理解度や行動・意識の変容を
把握することで,本授業の効果を検証するとともに,
改善点を発見することを目的とした。
2授業の概要
授業は,2007年9月に兵庫県立Y高校1年生の家
庭科の時間に実施したO授業を行ったクラスは,以
下の表にまとめる。
表1.対象クラスと人数(名)
対象 男子 女子 合計
2組 39 39
3組 17 23 40
4組 17 23 40
5組 19 21 40
6組 18 22 40
7組 33 7 40
合計 143 96 239
※2組は,体育科,7組は,自然科学コースであるo
この授業の目標は,①清涼飲料水に含まれる糖質
量を知り,飲みすぎると健康に良くないことや糖質
の過剰摂敬になりやすいことを理解する,②自分の
食習慣に関心を深め,健康を考えた飲み物の選び方
や飲み方ができる,という2点に設定した。 また,
高校生の1日の糖質摂取量の目安が30gであるこ
とを基準として糖質の過剰摂取について考えること
とした0
授業の内容は,高等学校学習指導要鎖,家庭編に
おける「(2)家族の生活と健康」の中の「ア食
生活の管理と健康」の「(ア)家族の栄養と食事」
に相当する(文部科学省2002),
本授業は,糖質に重点を置き,食品添加物につい
ては,取り扱わないことにした。
1時間の授業の展開は以下のとおりである。
(1)飲み物の摂取状況を振り返る
(2)清涼飲料水に含まれる糖質について知る
(3)市販の清涼飲料水について考える
(4)飲み物の摂取の仕方を考える
「(1)飲み物の摂取状況を振り返る」では前時
に配布したアンケートをもとに普段摂取している飲
み物とその量を見直した。
「(2)清涼飲料水に含まれる糖質について知る」
では,炭酸水やクエン酸,着色料,エッセンスなど
で作った清涼飲料水と砂糖水を飲み比べた。 それぞ
れのコップには,砂糖が13g入っているが,たくさ
んの砂糖が入っていても様々な食品添加物によって
甘味を感じにくくなり飲みやすく感じることを理解
させるものとした。
「(3)市販の清涼飲料水について考える」では,
生徒が糖度計で100%オレンジジュースとスポーツ
飲料の糖度を測定し,糖質量を計算した。
「(4)砂糖の摂り方を考える」では,今日の授
業・活動を通して各自で,これからの飲み物の選び
方や飲み方を考え,プリントに記入した。
3評価方法
評価にあたって,ワークシート調査,再生刺激法
調査,蝕み物摂取状況調査を行った。
各調査の方法と分析手順は以下の通りである。 な
お,ワークシ-ト分析,再生刺激法調査の対象は,
1年5組とし,授業日,再生刺激法調査日の欠席者
はいなかったため,40名分を分析対象とした。
3.1ワークシート諦査
ワークシートには,授業の最後に今日の授業を通
して感じた事,気付いた事について自由記述させた。
ワークシ-トに記述された内容は,KJ法(川喜田
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1967)で分析した。
3.2再生刺激法調査
再生刺激法とは,授業をビデオで録画しておいて,
授業終了後,学習者あるいは授業者が授業ビデオを
手がかりとして,各授業場面での自らの内面過程を
思い出す方法である(吉崎2000)c目的は,授業終
了後のワークシートだけでは,見えない部分を把握
する事である。
再生刺激法による調査は,授業の1週間後に行っ
た。教師を中心に授業の様子を後方から撮映し,再
生刺激法調査に利用する4場面を抽出した。 (表2)
l過問後,生徒にそのビデオを見せて,各授業場面
での自らの内面過程を思い出させ,プリントに記入
させた。それをKJ法により分析し結果を導き出し
た。なお,今回は,1年5組で再生刺激法調査を実
施し,授業日,再生刺激調査日の欠席者はなしで,
40名分を分析対象とした。 分析は3名で協議しなが
ら行った。
表2.抽出した場面
場面 時間 学習内容
場面 1
5ー5～ 教師が,清涼飲料水の作 り方を実
10ー14 際に今から使用する材料や用具を
(4分24秒)示 しながら前で説明をする0
場面 2
12ー13～ 教師の説明が終わり,生徒が清涼
12'32 飲料水作 りに取 り掛かるよう声掛
(19秒) けをし,生徒たちが作業に取 り掛
かろうとする0
場面 3
31'46- 教師が糖度計の使い方の説明を終
34ー35 え,生徒が糖度計で糖度を測 り始
(2分49秒)める0
塙 hl-1
46ー32～
47ー31
(59秒)
実験を終えて,次時の予告をする○
3.3飲み物摂取状況詞査
飲み物摂取状況調査は,授業の前後で飲み物によ
る糖質摂取量の変化や意識の変容を見るために行っ
m授業の約1週間前後の3日間(金,土,日)の飲
み物の摂取量を調査した。 各飲料に対し,炭酸飲料
の糖度は11%,ジュースは10%,コーヒー飲料は8
%,スポーツドリンクは5%として摂取糖質量を算
出し,3日間の平均値を事前事後で比較した。
意識の変化については,事前調査と事後調査での
自分の飲み物の摂り方についてどう思うか自由記述
させたものを比較した。
なお,飲み物摂取状況調査については,本授業を
行った全クラスを分析対象とした。
4結果と考察
4.1ワークシート分析の結果
授業後に自由記述させた内容をKJ法でまとめた。
なお,KJ法でまとめた図1及び後出の図2-5は
すべて,()内の数値は人数を表すo人数と図の
大きさは関係ない。 また複数のカテゴリーにまたが
る記述があったため,小カテゴリーの合計数は大カ
テゴリーの数と一致しない場合がある。
ワークシート
図1. ワークシートの分析結果
図1から,ほとんどの生徒が授業を通して,清涼
飲料水に含まれる糖質の多さに気付き,記述からは,
自分が予想していたより多いという驚きが感じられ
る。また,生徒が普段,飲んでいる無果汁の清涼飲
料水を実際に作ったり,糖質量が少ないと誤解しや
すい100%オレンジジュースやスポーツ飲料の糖度
を測定することにより,普段の飲み物の摂取を振り
返りやすく,摂取行動の改善に生かせている。
しかし,数名の生徒は,糖度測定の活動を通して
「100%オレンジジュースよりスポーツ飲料の方が糖
質が少なく体に良いからスポーツ飲料を飲むように
したい」など,解釈が不充分であった。 改善点を考
える際に間違った解釈をしないよう教師の説明を加
え.る必要がある。
4.2再生刺激法調査の分析結果
KJ法でまとめた結果を図2-5に示す。
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図2. 場面1の分析結果
場面1(図2)では,教師が清涼飲料水作りの説
明を行っており,それに対し半数以上の生徒が興味
関心を持って,話を聞いていたことが分かる。教師
が実際に材料や用具を示しながら説明することで,
説明の段階で味の予想をしたり,初めての経験でも
あるので作り方や材料に興味を持って説明に集中で
きていたと考える。また,手順を理解しているなど,
授業以前から関心を持っている生徒もおり,そのよ
うな生徒は早く作りたいから説明は長いと感じてお
り,授業への積極性が感じられる。
一方で,授業の最初にも関わらず授業に消極的な
生徒も数名いた。すでに味の予想をして,作りたく
ないと考える生徒や興味がないから話も聞かないと
いった授業に後ろ向きな生徒である。授業を行う環
境にも問題はあるが,興味のない内容には無関心に
なっているようだ。授業の導入などで,生徒自身が
身近に考えられるような問いかけや考えさせる場面
を作ることで,普段の生活に置き換えられ,興味関
心につなげられたのではないかと考える。
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図3.場面2の分析結果
場面2 (図3)は,教師の声掛けによって清涼飲
料水作りを始めるところで,場面1で早く作りたい
と感じている生徒にとって,とても興味関心の高ま
る場面である。 活動自体にとてもおもしろみと感じ
ていることが分かる。
しかし,活動がおもしろいと感じながらも作り始
める場面では,材料を目の前にして不安を感じてい
る生徒が多い。 また,試飲の場面では,まずいと感
じる生徒や見た目の色や清涼飲料水のぬるさなどで
きあがりに不満を感じている生徒が多かった。 これ
らの事は,自分たちで作った清涼飲料水は普段飲ん
でいる物とは別物であると考えさせてしまう要因に
もなる。材料,作り方などを再検討し,より市販の
清涼飲料水に近付けることが,普段,飲んでいる清
涼飲料水と関連付けやすく摂取行動の見直しに生か
していけると考える。
撫血2-ll
清涼飲料水作りを引きずっている
市販のジュースが飲みたい(7)
図4. 場面3の分析結果
場面3(図4)では,初めて使う糖度計に興味関
心を持っている生徒が多かった。 糖度計自体に興味
を持っ生徒や糖度を予想しながら説明を聞いている
など様々であるが,それらの興味関心によって活動
がおもしろい,楽しいと感じられていた。 初めての
経験であることや普段飲んでいる清涼飲料水の糖度
が分かるということが,生徒にとって新鮮であり,
興味を抱く要因となったのだと考える。
しかし,糖度の意味が分からない生徒もいたので,
説明をする際には,分かるだろうと教師が考えてい
る内容でも補足説明を加える必要がある。 また,清
涼飲料水作りのあとの活動でもあり,集中力が欠如
している生徒も多かった。 清涼飲料水作りの内容を
引きずっている生徒や活動に飽きてしまっている生
徒など授業に消極的になっている生徒は半数近くい
た。活動を含む授業は,生徒の興味関心も高められ
楽しいと感じているが,1時間に行う活動の数も検
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討が必要であると考える。
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図5. 場面4の分析結果
場面4(図5)では,実験を振り返り,自分たち
で清涼飲料水が作れたことに驚き,楽しかったと感
じている。 また,実際に作ることによって,普段,
飲んでいるものにどんなものが入っているのかを知
り,これからの飲み物の摂り方を考えられており,
これらのことから,教師の意図している授業目標が
達成できていると言える。
しかし,時間の経過とともに多数の生徒に集中力
の欠如が見られるQ活動も終わり,教師が話し始め
ると,早く終わってほしい,つまらないなど,授業
に参加しようという姿勢は見られなかった。 活動が
終わっても生徒の興味関心を引き出せるような授業
に改善する必要がある。
4.3飲み物摂取状況調査の結果
4.3.1糖質摂取量の変化
飲み物摂取状況調査は,授業を行った全クラスで
事前事後の摂取量を記述させた。 本校の場合,体育
科や自然科学コース(理数コース)など,特殊な学
科があり,運動量の違いなどからくる飲料水の摂取
量や摂取内容の差や平均値を求めるにあたっては,
男女比の差が分析結果の正確性に関わってくると考
え,学科別に分析を行った。 分析には,事前事後と
も調査用紙の提出がそろっているもののみ対象とし
た。
事前調査と事後調査の結果を比較するため,ノン
パラメトリック検定のWillcoxonの符号付き順位検
定を行った。 検定の結果,p<0.01を有意差ありと
して「**」を付け,p<0.05のものには「*」を
付けた。また,p≧0.05を有意差なしとして「n. s.」
を付けた。
表3.飲み物摂取状況調査の結果(糖質(g))
平 日 検
定
休 日 検
定性 学 科 事 前 事 後 事 前 事 後
男
体 育 科 63.3 37.0
* *
97.6 64.2
(31名 ) (61.6 35.8 (74.4) (55.4 *
普 通 科 50.8 29.7
* *
77.8 53.0
n.s.(56名 ) (52.3 27.7 (74.9) 47.3
理数 科 24.9 24.6 51.6 32.0
* *(25名 ) (26.2 28.1 n.s. (42.1) 27.5
女
普 通 科 30.2 25.6
n.s.
38.2 39.7
n.s.(73名 ) (27.3 (27.6) (38.9) (41.3)
自然 科 学
コ一.ス
(6名 )
9.6
(7.84
17.5
20.8 n.s.
38.0
(29.4)
23.7
28.2 n.s.
**:p<0.01*:0.01≦p<0.05
n. s.:p≧0.05
()はS. D標準偏差
分析の結果,大いに有意差が見られたのは,平日
は,体育科と普通科の男子であり,休日は,理数科
であった。いずれも女子では,有意差は見られなかっ
たが,普段から清涼飲料水の摂取量が比較的少なく,
飲料水摂取に気をっけていると言える。
平日においては,体育科以外は30g以内にお
さまっており,休日についても大幅に減少しており,
飲み物の摂取の仕方を見直せたと言える。 体育科に
ついては,普段から運動が中心の生活であり,休日
も部活動の試合などで特にスポーツドリンクの摂取
量が多いため事前事後とも他のクラスに比べ,高い
数字となった。
しかし,運動量に合わせた摂取量なので問題はな
いと考える。 しかし,平日休日ともに標準偏差が大
きいことから個人によってばらつきがあることが分
かる。
4.3.2意識と行動の変化
生徒が記述した飲み物摂取状況調査に関する感想
(意識)の変化を分析し,また,生徒の事前事後の
摂取糖質量(行動)の変化との関係をまとめた。
(表4)
なお,1年5組の事前事後とも調査用紙が提出さ
れている生徒のみ分析対象とした。
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表4.行動の変化と意識の変化
行動の変化
意
識
の
変
化
↑ → ↓ 未提出
合計
(意識)
千 8 0 4 - 12
l> 6 0 7 - 13
↓ 0 0 4 - 4
未提出 - - - ll ll
(票芸) 14 0 15 11 40
※†は向上,-は変化なし,Jは低下
行動の変化については,向上した生徒は少なかっ
たが,授業によって意識については,向上する生徒
も多く,普段から心がけている様子であった。 生徒
の記述からは,摂取の仕方についての感想だけでな
く,「ジュースをあまり飲んでいないので糖分も前
よりほおさえられたんじゃないかと思います」「こ
の前の調査の時よりも飲み物の摂り方は良くなって
いると思う」など,事前調査と比較して感じたこと
を記述している生徒もいた。
これらのことから,高
校生では,授業で学んだことを自らの生活の中で意
識しようという考えや気持ちはあるが,やはり実際
に今までの食習慣を行動によって改善することは簡
単なことではないように感じる。
5まとめと今後の課題
高等学校での実践的な授業は,生徒にとって身近
な清涼飲料水を取り上げたものであり,また自分た
ちでそれらを実際に作っていくということで,生徒
の興味関心は高められていた。
再生刺激法調査によって,壁徒は,初めて見る糖
度計に興味を示していることが分かった。
また,実践的な授業であったため,生徒が主体的
に活動し,活動を通して,普段の飲み物の摂取の仕
方を改善すべきだと考えられていた。
そして,授業後のワークシートでは,それぞれが,
本時の活動内容によって学んだことから,自らの摂
取の仕方を考えなおし,これからの摂取の仕方を考
えられていた。
飲み物摂取状況調査でも,授業を行った全クラス
において事前より清涼飲料水の摂取量が減少してお
り,飲み物の摂取の仕方が改善されていると感じら
れた。
一方で,今回の高等学校での実践には,改善すべ
き点がいくつかあげられる。
1点目は,清涼飲料水から摂取している糖質摂取
量を生徒自身が理解していない事である。 飲み物摂
取状況調査では,多く摂取しているにも関わらず,
授業後の事後調査でも「このままで良いと思う」
「色々なものを飲んでいるので問題はない」などの
記述があった。 また,糖度測定の際には,糖度が完
全に理解できていない生徒が数名いたことからも教
師による補足説明が必要であると感じた。
2点日は,1時間の授業における活動内容に対す
る生徒の興味関心が授業が進むにつれて希薄化して
しまっていることである。 そこで,高等学校では,
生徒がより興味関心を示していた糖度測定の活動の
みを集中して行い,生徒の授業に対する積極性を高
めるための改善が必要である。
3点目は,研究方法において,飲み物の摂取の習
慣の改善を確かめるためには,飲み物摂取状況調査
を1度ではなく,長期で継続して実施する必要があ
ると感じた。
注1)「清涼飲料水」とは,アルコール分を含まない
(アルコール分1%未満)飲用の液体物で,味や
香りがついている水をいう。 また「ジュース」
は,果汁飲料を指す(Wikipediacontributors,
2007)
謝辞本研究を遂行するにあたり,授業実践,調査にご
協力いただきました高等学校の先生方,生徒のみな
さんに厚く御礼申し上げます。
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